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論 文 内 容 の 要 旨 
【背景】皮膚筋炎患者の筋生検組織には、多発性筋炎と異なり、筋毛細血管障害が多く認められるので、血管障
害が筋炎発症の病態に深く関与していると考えられている。一方、血管内皮細胞より産生されるvon Willebrand 
factor（vWF）は、血管内皮障害を示すマーカーと考えられている。しかしながら、成人の皮膚筋炎における血
漿vWFの意義は明らかではない。そこで本研究では、成人の皮膚筋炎患者における血漿vWF活性測定の臨床的意
義を検討した。 
【方法】対象は活動性のある皮膚筋炎患者11名、活動性のない皮膚筋炎患者12名であり、健常人20名を対照
として用いた。血漿vWF活性はristocetin cofactor法により測定した。vWFの上昇に伴い、臨床症候が出現す
るオッズ比、及び筋原性酵素（creatine kinase、aldolase、aspartate aminotransferase、alanie 
aminotransferase、および1actae dehydrogenase）が上昇するオッズ比を検討した。さらに、皮膚筋炎患者に
おいて、上昇したvWF活性が治療により改善するかどうかについても検討した。 
【結論】健常人群に比較して、皮膚筋炎患者における血漿vWF活性の有意な上昇が認められた。また、非活動性
の患者群に比較して、活動性の患者群において、血漿vWFは有意に上昇していた。臨床症候に関するオッズ比を
検討した結果、血漿vWF活性は、全身倦怠感・発熱・筋力低下の出現に有意に影響することが明らかとなった。
また、vWFが上昇するに従い筋原性酵素が異常値をとるオッズ比も高くなり、相関することも明らかとなった。
初回治療患者5名において、ステロイド治療後に、全例でvWF活性の低下を認めた。 
【結語】本研究の結果から、血漿vWF活性は皮膚筋炎の活動性を示すマーカーになりうる可能性が示唆された。
また、皮膚筋炎の病態に、血管障害が深く関与する可能性が示唆された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
【目的】皮膚筋炎患者の筋生検組織には、多発性筋炎と異なり、筋毛細血管障害が多く認められるので、血管障
害が筋炎発症の病態に深く関与していると考えられている。一方、血管内皮細胞より産生されるvon Willebrand 
factor（vWF）は、血管内皮障害を示すマーカーと考えられている。しかしながら、成人の皮膚筋炎における血
漿vWFの意義は明らかではない。そこで本研究では、成人の皮膚筋炎患者における血漿vWF活性測定の臨床的意
義を検討した。 
【方法と結果】対象は活動性のある皮膚筋炎患者11名、活動性のない皮膚筋炎患者12名であり、健常人20名
を対照として用いた。vWFの上昇に伴い、臨床症候が出現するオッズ比、及び筋原性酵素（CK、aldolase、AST、
ALT、およびLDH）が上昇するオッズ比を検討した。さらに、皮膚筋炎患者において、上昇したvWF活性が治療に
より改善するかどうかについても検討した。健常人群に比較して、皮膚筋炎患者における血漿vWF活性の有意な
上昇が認められた。また、非活動性の患者群に比較して、活動性の患者群において、血漿vWFは有意に上昇して
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いた。臨床症候に関するオッズ比を検討した結果、血漿vWF活性は、全身倦怠感・発熱・筋力低下の出現に関連
することが明らかとなった。また、vWFが上昇するに従い筋原性酵素が異常値をとるオッズ比も高くなり、相関
することも明らかとなった。初回治療患者5名において、ステロイド治療後に、全例でvWF活性の低下を認めた。 
【結論】本研究の結果から、血漿vWF活性は皮膚筋炎の活動性を示すマーカーになりうる可能性が示唆された。
また、皮膚筋炎の病態に、血管障害が深く関与する可能性が示唆された。 
 よって、本研究は血漿vWF測定の臨床的有用性を示したことから、本研究者は博士（医学）の学位を授与され
るのに値するものと認められた。 
 
― 279 ― 
